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ぐぶ っヽ負 。バ
ノ
ンカが
｀
髭3七 1`〔 つ慮 、響老 塾́ JJJ風晨=増
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'14.:」
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オ
'れ
る。でグライ /́ヾラ:フ ンの壺盈」こ′鉄れ紳確実ξ曹ブィリピンク

″の葬核とi´嗣震にそンヽイ貧じ
｀
修すヽでt猪な

｀
し` 金

ご:1嗜 ′
'妥
過′́鱗ま』行なォラメKみ 緯蕉ば、幕■2殊レヽて 、収

嚢手汐ヽ
｀
イ企 1(1終、了〔′たノ食月～2月 √〔裏中レィιヽみ φ

_「 ア
′



奴千グ塞だな銃れ8盪ルィ′教らかの二苑ン敏す立が、発の

インド
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｀
わ嫁すね執7ウ■耳久ス:こ
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｀
の始警|ぼ盆修ιttψ ウ`雀う磁ダrず ず

｀

1考矢ιマしヽそ ′額をf fl■ 111■ :イ ー′夕Ⅲ■4テ :■し'■ :■二Fこ

父親夕ゃ機に冨酵、ヽι″声すたと|、 ゎタィて
｀
ヵヴ象モZし クヽ′■%綺だ

了.ぁ りヽ、て爾火ズが行獲ゎ糸た夕:|ぎ 多フ乙
),´::i仁 二後に行な片つニ
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|プ通″群 めgめ

こ夜孝だ|すじしヽりものの2燿婆資浄`めら
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｀
耳

ブなこ質が
｀
行なゎれるがクリ浜 /こ父姦′́(Jつ てハ;′'1lχ'(え

f紳 )

′こ索ヤし後ク場にやレ|へ ろ
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下 lt力くす よ
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はィャ |ノ 1/グき/っ |すろ′て髭

`名

大きで′〔な夕被7｀冨欠|〔 条́ι
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｀
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そオti蒻ヌしててもゎしヽ 、磁脅のこ
~:7マがιヽこ1´)|で な ,マ 1千
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イベズの特ぼ′っ才ヽろ,鋳籟 ′■葬滞ノ〔ノ羅‐″滋ク́ご″二″ 、ヽそ:1嗜

れ、多生ノ!β iち |ム tlθ4,多あ%のイ名ネ多のをグユノク̀打 tヽ:｀うと

考ぇめ諷乃 。

多ク ■‐

存ariの 核ゼンのらllaが
'2才 の時 、本澪′〔体が彰す`ヮた

めで
｀
ノv2久γiノ賞′角久(1泥脅め残71.こ夕子った 。そ′,多夕々 ^/;は

、

A“POに 次のよりな孫守蒙こιた 。

~再

レ|パ∩:旬資̀
矢↓ :イル'1)募 :ク Ar)F:く
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'■
31χ
/τ

Kθ M～卜 SAIく it Mar℃ I′久′Vθ'・つ多よ′'7)0ぶとな,t Yム

逐蕪3ス u♂ ¬受}J漱.Aクつ lイ a″ /1ゞAへ′1鋳′入 ∫てなノサイiムt′こネ∫θザ

8義ρタンyよ バじ|′ )/為レ::711[″ /a′f多 命ι″ム́ fイでよr滲 /ヽ′

解&ムよわ,マ
~“

ジノ〈へgィ ″́ぅ だθ /′ 4ヽ多a ´

t飲 )神よ あなたが孝ダ :ヽ o嗽の該/毛名なで1｀あゐ ψぎι、

Fク,そそフ),,テ3系がらィ:う 、́だ
｀
、
`fzヽ
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き 、
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｀
死象で
｀
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多検1 2.

DムrよS錦 の
`蒙 ぎちらムれ朝i4ムが

｀
2才 のこさえ象で

｀
あつた

つヾ 、黎な黛沢のよう1(A活フレi′ 1符紫竃した ′

A額?ο 'ひ館
ヘン。3ム&iMムg5よれit‐I:■″′1,Vag和∩ゞ

|〈
ο6よ

F〉
ムg 軍孫凛θス |く材4/a“みgi4θ解 ン像″4i~11_),θ i

t訳 )本摯ょ、こしスヘの察ク増為気になの方
'上のはつこ凛

マι`ぁ,海 ぅ、嫁[の爾り欠ズ′こ|↑看字こ復し妻寸・

/9/P昇 ムλ′′4ムが
｀
み才のしき晦 a`}■髪ク彙露御ノ

せ,ハょPθ
'(来
て`イクフたJ凌 )量イタリ盆:太 |く耳火天意〃子をっ

た

2.夕奮嬌 久 (鉾lθ )

嶺ず
｀
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べる

、本た,そ i∫(″しヽて燿算(οβSο
.ぢ )ヾズの彗1数′月/ズた

ネなフレ。
:ク

EIし薔lf火しな夕`ウタ方′っ父才見,こ七ユラしあ″tフか。サヨ:イィ)猪

雀ズ薙
~`,tiすニノ1カギめ父親がでボ 3‐スン孜″〃)多構に Ji:′

ズをされる 。ス労 )まモ篠色の難摯「tで
｀
′:脅■14囃し

な′サ六減

ならな♭、薦 、し窯嘱夜て
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凝なが
｀
、こι糞警興まで

｀
′〔孝l√g払えな′すねぼ逢彰符′ず解聘′tな

る 。主めまわ /〔峰亥ほ■′べ的
|なこので
｀
/Jなく 、孫み為シウノ=ゼ .

球窒じヽクク/`毛ブ″孝′こな署を燿委鰊丞芽寺つて1ヽ み
。邊参峯質の独′■』肇学

後ぅ |■ と ,マ l寸瀬 力 4寺海′霧:で流〉み ″́` め 、写 1項 /ρ ～/ノすノ〔K擁
ノ輌

査ギぇ多シ″くマ″ヽ′シ妥菫]資の三身「嬌 t始めな・
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=ノ

?み 。物
.湯
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″ヽつたのぞ、ク祈するイごご

は:諭だな笞群″ヽ多めKず、この最告が
｀
月盆%アの多.芝だけ′〔

終′っったここ1ま須

`で

｀
す 。

各すび
・
1くべぇて:及夕密こ今後iのイマ質多脅護に示しておごたしヽ

こだ≒ヽ ます 。 二重」髭凝礼のハルーを在.機髪的′(究グ:し ておlすぼ
′マネイン(滑彦えの夕な機・筵こ解釈ずみための主霧な子が

｀
ク`

りがイめ″/t魚 しだ`し`どち ο 今後の衝須認奪として層■′ヾラ
リン琢´獲多々 ′すのため|〔 、役りの甕議務れれ_妻ス危匿虚蒙争

アブプの霧ス鉄の
`″
ギ夜象力燿診静歿夕・氏のこのこズ摯證釘餐オ

る主とが
・/辱要だと懸レヽ妻修 ´

凝多/`,二′銅:盆 l〔策ι 響な承′御嘲溝くださしヽました
誓黎機ス√〔外多寿すの老

`ス
:レ ます 。
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五 .むすが

凄 、 ム√)譲全′て
'ま

、聞髯意識″ヾゲな″`つたので、ク者する′こど

の機rな三菱ぉ■′、多めくデ .こ み教告が
ヽ
燿盆‐後家のを1多髪だけ′〔

な卜ゎつてこと|ま
`家`で

｀
す。

各すびI争べえて:及老こ今イ多|の看筆が多髯髪後をネしておごたぃ

し死しヽ ます。 ゼ垂」多炎礼のハ.移.名 色̀機進的′〔先グしてお:すば
｀

′マポイン(滑 承え´者な姿縫こ歓 すヵための主梁な子が
｀
が

り.か
｀
インシ/tた し〆・し`〔巧 ο 今後の夕餐課奪として層■′ヾラ
リン恢´獲彦付けのため|て 、彼りの磁 た` ,多らな配二菊摯

ブジプの霧ス鉄のじのイ夜れの統ズ乳壌繁等彦れつこのとズ燿陸奪餐ォ

る主とが
・
/蛯 夕ヽだとだしヽ妥す 。

最を/`,二´顔食|(策ι 御教承′御嘲膚くださしヽまし蕉
胴像機ス√〔を誘

`′

懲≦スレます 。
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バラフン島漱節調査蠍儀
t第 4場 )
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